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平
成
24
年
７
月
12
日
に
発
生
し
た
九
州

北
部
豪
雨
災
害
は
、
本
市
に
未
曾
有
の
被

害
を
も
た
ら
し
、
21
名
の
方
達
の
尊
い
命

や
貴
重
な
財
産
を
奪
い
去
り
ま
し
た
。
私

た
ち
は
、
こ
の
大
災
害
を
強
く
心
に
刻
み
、

災
害
に
強
い
安
心
安
全
な
「
ま
ち
」
と
し

て
甦
ら
せ
る
こ
と
こ
そ
が
、
私
ど
も
に
課

せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
市
議
会
は
、
大
震
災
後
の
三

陸
沿
岸
の
復
興
状
況
を
視
察
す
る
た
め
、

「
三
陸
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
研
修
」
を
実
施

す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
三
陸
フ
ロ
ン

ト
ラ
イ
ン
研
修
と
は
、
三
陸
鉄
道
株
式
会

社
が
バ
ス
・
震
災
学
習
列
車
等
を
手
配
し

て
、
三
陸
鉄
道
社
員
が
こ
れ
に
同
行
し
て
、

正
確
な
現
地
情
報
を
生
で
案
内
す
る
も
の

で
す
。

ま
た
、
阿
蘇
は
平
成
21
年
に
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
、
平
成
25
年
９
月
24

日
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
か
ら
阿
蘇

市
を
含
む
阿
蘇
地
域
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

国
内
候
補
地
と
し
て
推
薦
さ
れ
ま
し
た
が
、

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
る
に
は
、

珍
し
い
自
然
や
景
色
が
あ
る
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
ら
の
成
り
立
ち
を
伝
え
、
教
育

や
観
光
に
活
用
し
て
い
る
か
な
ど
、
保
護

と
活
用
に
関
す
る
厳
し
い
審
査
が
あ
り
ま

す
。

そ
こ
で
、
本
市
議
会
は
、
平
成
23
年
６
月

に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
平

泉
」
を
視
察
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

　

研
修
行
程
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

①
釜
石
市
に
あ
る
鵜
住
居
地
区
（
地
区
防

災
セ
ン
タ
ー
）
の
被
災
現
場
を
視
察
す

る
。

②
大
槌
町
・
旧
役
場
庁
舎
跡
地
の
被
災
現

場
を
視
察
す
る
。

③
三
陸
鉄
道
震
災
学
習
列
車
を
貸
し
切
り
、

南
リ
ア
ス
線
沿
線
の
被
災
状
況
を
視

察
す
る
。

④
大
船
渡
市
内
の
被
災
現
場
を
視
察
す

る
。

⑤
陸
前
高
田
市
内
の
被
災
現
場
を
視
察
す

る
。

【
釜
石
市
】

•
両
石
地
区
は
、
高
さ
12
ｍ
の
堤
防
が

決
壊
し
、
約
２
０
０
世
帯

の
集
落
が
ほ
ぼ
壊
滅
。

•
鵜
住
居
地
区
も
壊
滅
状
態
。

地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
に
避

難
し
た
２
０
０
名
の
方
達

の
う
ち
、
生
存
が
確
認
さ

れ
た
の
は
25
名
。
こ
こ
は

高
台
な
ど
一
次
避
難
所
に

逃
げ
た
後
、
被
災
者
が
中

長
期
的
に
生
活
す
る
「
拠

点
避
難
所
」
だ
っ
た
が
、

避
難
訓
練
で
は
一
次
避
難

所
の
代
わ
り
に
使
わ
れ
て

い
た
。

【
大
槌
町
】

•
現
在
の
大
槌
町
役
場
（
仮

庁
舎
）
は
、
旧
大
槌
小
学

校
の
校
舎
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
（
火
事
で
焼
け
た
）
し

て
使
っ
て
い
る
。
小
学
校

は
高
台
に
プ
レ
ハ
ブ
の
仮

校
舎
を
建
て
て
お
り
、
い

ず
れ
は
小
中
一
貫
校
校
舎
を
建
設
す
る

計
画
で
あ
る
。

•
職
員
１
４
０
名
の
う
ち
、
町
長
以
下
、

幹
部
職
員
を
含
む
約
40
名
の
方
達
が
死

亡
、
行
方
不
明
。

•
波
板
観
光
ホ
テ
ル
。
当
日
秋
田
の
団
体

客
43
名
は
従
業
員
の
誘
導
で
避
難
し
全

員
無
事
。
し
か
し
最
後
ま
で
確
認
作
業

を
し
て
い
た
ホ
テ
ル
の
社
長
（
当
時
）

が
未
だ
、
行
方
不
明
。

　

平
成
25
年
10
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
の
３
日
間
、
阿
蘇
市
議
会
は
次
の
と
お

り
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

＊
視
察
地
及
び
視
察
研
修
テ
ー
マ

•
岩
手
県
釜
石
市
、
大
槌
町
、
大
船
渡
市
、
陸
前
高
田
市
〜
東
日
本
大
震
災

津
波
被
災
に
伴
う
「
三
陸
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
研
修
」

•
岩
手
県
平
泉
町
〜
世
界
遺
産
平
泉
研
修

議
会
議
員
視
察
研
修
報
告

は
じ
め
に

一
、
三
陸
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
研
修

《
被
災
現
場
で
の
説
明
は
次
の
と
お
り
》

被災した元大槌町役場
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【
大
船
渡
市
】

•
吉
浜
の
本
郷
地
区
。
明
治
29
年
の
三
陸

大
津
波
後
に
高
台
へ
の
集
団
移
転
を

行
っ
た
が
完
全
で
は
な
か
っ
た
。
昭
和

８
年
の
大
津
波
後
、
時
の
村
長
が
私
財

と
借
入
資
金
で
土
地
を
購
入
し
、
行
政

も
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
住
民
の
説
得
に
か

な
り
汗
を
か
き
、
数
年
で
集
団
移
住
が

完
了
。
今
回
の
震
災
で
は
戦
後
、
低
地

に
建
て
た
民
宿
な
ど
３
軒
が
流
失
、
海

辺
で
作
業
を
し
て
い
た
人
１
名
が
行
方

不
明
と
な
っ
た
が
、
集
落
は
被
災
を
逃

れ
た
。

•
旧
三
陸
町
、
越
喜
来
小
学
校
。
大
船
渡

市
議
会
副
議
長
（
当
時
、
議
員
）
が
２

０
０
８
年
３
月
の
議
会
に
て
校
舎
山
側

の
２
階
か
ら
直
接
崖
の
上
の
道
路
へ
つ

な
ぐ
、
約
７
ｍ
の
非
常
通
路
の
設
置
を

求
め
る
発
言
。
議
員
の
強
い
要
望
を
受

け
た
形
で
、
２
０
１
０
年
12
月
４
０
０

万
円
で
完
成
。
こ
の
通
路

に
よ
り
児
童
・
職
員
80
名

全
員
無
事
避
難
。
副
議
長

は
震
災
の
９
日
前
３
月
２

日
に
永
眠
し
た
が
、
児
童

の
中
に
副
議
長
の
３
人
の

孫
も
い
た
。

•
仮
設
の
復
興
屋
台
村
。
付

近
は
地
盤
沈
下
激
し
く
、

道
路
は
約
１
ｍ
既
に
か
さ

上
げ
さ
れ
た
。

•
国
道
45
号
線
を
境
に
、
海

側
は
ほ
ぼ
壊
滅
、
反
対
側

の
高
台
は
被
害
な
し
。

【
陸
前
高
田
市
】

•
米
崎
小
学
校
の
校
庭
に
仮

設
住
宅
団
地
。

•
震
災
後
の
仮
設
道
路
を
通

過
。
本
来
は
崩
れ
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
橋
が
国
道
。

•
雇
用
促
進
住
宅
。
４
階
ま

で
向
こ
う
側
に
突
き
抜
け

て
い
る
。
５
階
も
被
災
。
震
災
遺
構
予

定
。

•
市
営
野
球
場
。
水
没
し
照
明
と
ス
タ
ン

ド
の
一
部
の
み
見
え
て
い
る
。

•
市
民
体
育
館
は
一
次
避
難
所
に
指
定
さ

れ
80
名
の
方
達
が
避
難
し
た
が
、
天
井

か
ら
40
㎝
ま
で
水
に
つ
か
り
、
生
き

残
っ
た
方
達
は
３
名
。

•
高
田
松
原
。
岩
手
県
を
代
表
す
る
美
し

い
海
水
浴
場
だ
っ
た
。
２
㎞
に
わ
た
り

約
７
万
本
あ
っ
た
松
が
な
ぎ
倒
さ
れ
、

奇
跡
的
に
１
本
残
っ
た
。
し
か
し
衰
弱

が
進
ん
で
お
り
、
現
在
の
「
奇
跡
の
一

本
松
」
は
レ
プ
リ
カ
。

•
県
立
高
田
病
院
。
県
は
高
台
に
建
設
す

る
意
向
で
あ
っ
た
が
住
民
の
強
い
反
対

に
よ
り
現
在
地
に
。
入
院
患
者
12
名
、

職
員
８
名
の
20
名
の
方
達
が
死
亡
。
屋

上
に
避
難
し
た
１
０
０
名
の
方
達
を
翌

朝
救
助
。
カ
ル
テ
３
万
冊
流
失
。

•
市
職
員
３
０
０
名
の
方
達
の
う
ち
死
者
、

行
方
不
明
者
が
２
割
強
の
約
70
名
〜
80

名
。

•
消
防
署
職
員
、
消
防
団
員
50
名
の
方
達

が
死
亡
、
行
方
不
明
。

•
気
仙
川
上
流
３
㎞
の
Ｊ
Ｒ
橋
梁
が
流
さ

れ
、
津
波
は
９
㎞
上
流
ま
で
到
達
。

（
答
弁
者
は
、
三
陸
鉄
道
・
案
内
人
の
事

業
本
部　

本
部
長
付
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

問　

三
陸
鉄
道
の
線
路
は
盛
り
土
さ
れ
た

土
地
の
上
に
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
て
い
る

所
が
多
く
あ
り
、
こ
の
土
手
が
奥
の
住

宅
地
を
守
る
第
２
堤
防
の
役
割
を
果
た

し
た
と
の
こ
と
。
こ
の
た
め
、
国
か
ら

１
０
８
億
円
の
復
旧
費
用
を
出
し
て
も

ら
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
。

答　

第
２
線
堤
の
役
割
を
果
た
し
た
盛
り

土
に
よ
り
、
結
果
的
に
一
部
集
落
が
助

か
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
と
国
か
ら
の
支

援
は
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。

復
旧
工
事
が
い
ち
早
く
決
ま
っ
た
の
は
、

沿
線
市
町
村
の
合
意
形
成
が
す
ぐ
に
行

わ
れ
、
す
ぐ
に
県
知
事
を
通
じ
国
に
上

げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。

問　

津
波
被
害
に
よ
り
鉄
道
用
地
が
流
さ

れ
民
有
地
と
の
境
界
が
分
か
ら
な
く

な
っ
た
場
合
、
境
界
復
元
は
ど
う
さ
れ

た
か
。
地
籍
調
査
が
完
了
し
て
い
る
な

ら
ば
復
元
で
き
る
が
、
そ
う
で
な
い
場

合
は
ど
う
さ
れ
た
か
。

答　

震
災
前
の
沿
線
８
市
町
村
に
け
る
地

籍
調
査
は
、
久
慈
市
・
野
田
村
・
晋
代

村
・
田
野
畑
村
・
岩
泉
町
・
大
船
渡
市

で
１
０
０
％
実
施
済
み
。
宮
古
市
は

37
％
、
釜
石
市
は
44
％
だ
っ
た
が
、
い

ず
れ
も
三
陸
鉄
道
沿
線
地
域
に
つ
い
て

は
実
施
済
み
で
あ
っ
た
。

問　

阿
蘇
市
も
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
災

害
で
仮
設
住
宅
を
設
置
し
て
い
る
。
仮

設
住
宅
は
原
則
２
年
で
あ
る
が
、
期
間

延
長
が
認
め
ら
れ
た
理
由
は
。

答　

特
定
非
常
災
害
の
指
定
を
受
け
た
た

《
被
災
現
場
で
の
質
疑
応
答
》

陸前高田市の一本松
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め
、
「
特
定
非
常
災
害
の
被
災
者
の
権

利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別

措
置
に
関
す
る
法
律
」
第
７
条
が
適
用

さ
れ
た
。

問　

釜
石
市
に
あ
る
小
中
学
校
で
は
毎
年

避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

一
人
の
被
害
も
な
く
全
員
が
助
か
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
奇
跡
と
い
う
事
で
、
海

外
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

こ
の
小
中
学
校
の
防
災
訓
練
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

答　

釜
石
市
立
鵜
住
居
小
学
校
と
、
道
路

を
挟
ん
で
隣
接
す
る
釜
石
市
立
釜
石
東

中
学
校
は
、
震
災
の
２
年
前
か
ら
年
１

回
、
合
同
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、

「
小
学
生
を
先
導
す
る
」
「
ま
ず
高
台

に
逃
げ
る
」
こ
と
を
徹
底
し
て
い
た
。

具
合
の
悪
い
子
ど
も
や
怪
我
人
も
想
定

し
、
リ
ヤ
カ
ー
・
お
ん
ぶ
・
肩
貸
し
の

練
習
も
し
て
い
る
。
ま
た
、
釜
石
東
中

学
校
で
は
、
震
災
の
４
年
前
か
ら
群
馬

大
学
広
域
首
都
圏
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー

長
の
片
田
敏
孝
教
授
と
協
力
し
、
防
災

教
育
を
授
業
に
導
入
し
た
。
避
難
訓
練

だ
け
で
な
く
、
津
波
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

学
び
、
通
学
路
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
な
ど
、
年
70
時
間
あ
る
総
合
学
習

の
３
分
の
１
を
費
や
し
て
い
た
。

　

今
回
、
私
た
ち
は
三
陸
鉄
道
株
式
会
社

が
実
施
す
る
「
三
陸
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
研

修
」
に
参
加
し
、
バ
ス
や
列
車
で
移
動
し

な
が
ら
、
被
災
現
場
で
当
時
の
状
況
等
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち

は
、
自
然
の
猛
威
、
命
の
大
切
さ
、
人
と

人
の
つ
な
が
り
を
学
び
、
「
災
害
か
ら
身

を
守
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識

が
最
も
重
要
で
あ
る
」
と
い
う
教
訓
を
得

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
泉
は
、
平
成
13
年
４
月
に
世
界
遺
産

暫
定
リ
ス
ト
に
登
載
さ
れ
、
平
成
18
年
12

月
に
は
ユ
ネ
ス
コ
へ
推
薦
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
平
成
20
年
７
月
に
カ
ナ
ダ
で

開
催
さ
れ
た
第
32
回
世
界
遺
産
委
員
会
で

は
登
録
延
期
の
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
泉
町
で
は
国
・
県
・
関
係
市

と
と
も
に
推
薦
書
の
主
題
や
構
成
資
産
の

見
直
し
が
行
わ
れ
、
平
成
22
年
１
月
に
は

新
し
い
推
薦
書
が
提
出
さ
れ
、
平
成
23
年

６
月
に
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た

第
35
回
世
界
遺
産
委
員
会
で
登
録
の
決
議

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本
市
議
会

は
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
平
泉
の
「
毛
越

寺
」
と
「
中
尊
寺
」
を
視
察
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

毛
越
寺
は
、
平
地
７
町
歩
・
塔
山
15
町

歩
合
わ
せ
て
22
町
歩
全
て
が
国
の
特
別
史

跡
・
特
別
名
勝
の
二
重
指
定
地
で
、
平
成

23
年
「
平
泉―

仏
国
土
（
浄
土
）
を
表
す

建
築
・
庭
園
及
び
考
古
学
的
遺
跡
群
」
と

し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
創

建
時
の
伽
藍
は
焼
失
し
た
が
、
当
時
の
堂

宇
・
廻
廊
の
基
壇
・
礎
石
、
土
塁
な
ど
が

遺
さ
れ
て
い
て
、
平
安
の
伽
藍
様
式
を
知

る
上
で
貴
重
な
遺
構
と
し
て
保
存
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
大
泉
ヶ
池
を
中
心
と
す
る
浄

土
庭
園
は
、
日
本
最
古
の
作
庭
書
「
作
庭

記
」
の
思
想
や
技
法
を
伝
え
て
い
る
池
庭

で
、
背
景
の
塔
山
と
と
も
に
自
然
を
象
徴

す
る
景
観
を
も
っ
て
仏
堂
を
荘
厳
し
浄
ら

か
な
仏
の
世
界
を
作
り
出
し
て
い
る
。

　

天
台
宗
東
北
大
本
山
。
８
５
０
年
、
慈

覚
大
師
円
仁
の
開
山
。
12
世
紀
初
め
奥
州

藤
原
氏
初
代
清
衡
公
が
前
九
年
・
後
三
年

の
合
戦
で
亡
く
な
っ
た
命
を
平
等
に
供
養

し
、
仏
国
土
を
建
設
す
る
た
め
大
伽
藍
を

造
営
し
た
。
惜
し
く
も
14
世
紀
に
堂
塔
の

多
く
は
焼
失
し
た
が
、
金
色
堂
始
め
三
千

余
点
の
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
伝
え
る
平

安
仏
教
美
術
の
宝
庫
で
あ
る
。
「
平
泉―

仏
国
土
（
浄
土
）
を
表
す
建
築
・
庭
園
及

び
考
古
学
的
遺
跡
群
」
と
し
て
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

　

視
察
先
の
ガ
イ
ド
か
ら
次
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

平
泉
は
、
初
代
「
藤
原
清
衡
公
」
、
二

代
「
藤
原
基
衡
公
」
、
三
代
「
藤
原
秀
衡

公
」
等
が
造
ら
れ
た
お
寺
が
あ
り
ま
す
が
、

金
色
堂
と
経
蔵
以
外
は
跡
地
ば
か
り
で
す
。

そ
れ
だ
け
で
世
界
遺
産
の
「
号
」
を
い
た

だ
け
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
で
は
審

査
員
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
平
泉
町
は
、
藤
原
氏
が
１
０
０

年
間
の
平
和
を
保
っ
た
平
和
思
想
を
前
面

に
押
し
出
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
ま

で
私
た
ち
に
は
、
「
こ
の
地
に
国
宝
第
１

号
の
金
色
堂
が
あ
る
」
、
「
当
時
の
平
泉

は
10
万
人
の
都
で
、
京
都
40
万
人
、
奈
良

30
万
人
の
日
本
三
大
都
市
の
一
つ
」
と
い

う
自
負
が
あ
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か

「
号
」
が
頂
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
至
難
の

業
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
要
は
「
藤
原

氏
の
平
和
思
想
に
迫
っ
た
こ
と
」
が
世
界

遺
産
を
得
る
決
め
手
で
あ
っ
た
と
言
え
ま

す
。

　

以
上
が
、
今
回
の
視
察
研
修
の
報
告
で

あ
り
ま
す
。

二
、
世
界
遺
産
平
泉
研
修

ま
と
め

２　

中
尊
寺

１　

毛
越
寺
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熊
本
県
議
会
議
員
阿
蘇
選
挙
区
に
つ
い
て

　

阿
蘇
地
域
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

か
ね
て
よ
り
格
別
の
ご
配
意
を
賜
わ
り
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
熊
本
県
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

熊
本
県
議
会
議
員
の
選
挙
区
割
り
に
つ
い

て
「
県
議
会
議
員
の
選
挙
区
等
検
討
委
員

会
」
を
設
置
さ
れ
、
来
年
３
月
ま
で
に
見

直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
聞
き
お
よ
ん
で

お
り
ま
す
。

　

既
に
ご
承
知
の
と
お
り
阿
蘇
地
域
は
、

広
大
な
面
積
と
日
本
有
数
の
活
火
山
、
世

界
最
大
級
の
「
カ
ル
デ
ラ
」
を
有
し
、
国

民
の
心
の
癒
し
の
場
と
し
て
、
豊
か
な
自

然
を
求
め
て
年
間
約
１
、
７
０
０
万
人
の

観
光
客
が
訪
れ
る
本
県
に
と
っ
て
も
極
め

て
重
要
な
地
域
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
自
然
と
反
面
、
九

州
北
部
豪
雨
な
ど
の
厳
し
い
自
然
環
境
の

中
で
、
私
た
ち
は
歴
史
と
文
化
を
守
り
な

が
ら
、
「
阿
蘇
は
ひ
と
つ
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
下
に
郡
市
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
の

素
材
を
活
か
し
た
様
々
な
取
り
組
み
を
行

い
、
今
年
５
月
に
は
「
世
界
農
業
遺
産
」

の
認
定
を
受
け
、
９
月
に
は
「
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
」
の
国
内
候
補
地
の
推
薦
が
確
定

し
ま
し
た
。
併
せ
て
「
世
界
文
化
遺
産
」

へ
の
登
録
を
目
指
す
取
り
組
み
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

一
方
で
は
高
齢
化
に
伴
う
中
核
農
家
の

減
少
と
後
継
者
不
足
に
よ
り
農
林
畜
産
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増

し
、
さ
ら
に
は
阿
蘇
の
大
切
な
地
域
資
源

で
あ
る
広
大
な
草
原
の
維
持
、
保
全
も

年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
阿
蘇

地
域
が
協
力
し
て
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

備
、
特
に
国
道
５
７
号
の
４
車
線
化
・
高

規
格
道
路
の
建
設
の
推
進
な
ど
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

様
々
な
問
題
を
解
決
し
、
豊
か
な
自
然
と

魅
力
あ
る
阿
蘇
を
後
世
に
残
し
て
い
く
為
、

ま
た
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
・
「
世
界
文
化

遺
産
」へ
の
登
録
を
加
速
さ
せ
て
い
く
た
め

に
は
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
阿
蘇
地
域
の
選
挙
区
は
阿
蘇
市
選

挙
区
と
阿
蘇
郡
選
挙
区
で
、
特
に
阿
蘇
郡

選
挙
区
は
阿
蘇
市
を
挟
ん
で
北
部
等
区
域

（
南
小
国
町
・
小
国
町
・
産
山
村
）
と
南

阿
蘇
区
域
（
高
森
町
・
南
阿
蘇
村
・
西
原

村
）
の
飛
地
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
熊
本

県
議
会
議
員
の
区
割
り
の
見
直
し
が
行
な

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
阿
蘇
管
内
の
国
勢

調
査
人
口
は
、
南
小
国
町
、
小
国
町
、
産

山
村
で
１
３
、
９
０
８
人
、
阿
蘇
市
で
２

８
、
４
４
４
人
、
高
森
町
、
南
阿
蘇
村
、

西
原
村
で
２
５
、
４
８
０
人
と
な
っ
て
お

り
、
区
割
り
の
仕
方
で
は
１
票
の
格
差
が

歴
然
と
な
り
阿
蘇
郡
市
１
選
挙
区
以
外
に

公
平
が
保
て
な
い
状
況
と
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
実
情
を

お
含
み
お
き
い
た
だ
き
、
阿
蘇
地
域
住
民

の
民
意
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
広
く
県
議

会
に
反
映
さ
れ
ま
す
よ
う
下
記
の
事
項
に

つ
い
て
関
係
各
位
の
特
段
の
ご
配
意
を
賜

わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

記

１　

阿
蘇
選
挙
区
に
つ
い
て
は
、
公
職
選

挙
法
第
15
条
第
３
項
の
規
定
「
（
前

略
）
隣
接
す
る
他
の
市
町
村
の
区
域
と

合
わ
せ
て
１
選
挙
区
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
」
を
適
用
し
た
阿
蘇
市
町
村

１
選
挙
区
（
定
数
２
）
を
強
く
要
望
い

た
し
ま
す
。

２　

阿
蘇
市
町
村
１
選
挙
区
（
定
数
２
）

が
困
難
な
場
合
は
、
（
経
過
措
置
）
附

則
第
３
条
に
よ
る
「
（
前
略
）
施
行
日

の
前
日
に
お
け
る
都
道
府
県
の
議
会
の

議
員
の
選
挙
区
で
隣
接
し
て
い
な
い
町

村
の
区
域
を
含
む
も
の
が
あ
る
と
き
は
、

当
該
選
挙
区
の
区
域
を
も
っ
て
、一
の
選

挙
区
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
後
略
）」

　

阿
蘇
市
選
挙
区
（
定
数
１
）
、
阿
蘇
６

町
村
選
挙
区
（
定
数
１
）
を
適
用
し
、

現
状
維
持
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

阿
蘇
市
長　
　
　
　
　

佐
藤　

義
興

　

阿
蘇
市
議
会
議
長　
　

阿
南　

誠
蔵

　

南
小
国
町
長　
　
　
　

河
津　

修
司

　

南
小
国
町
議
会
議
長　

毛
利　

義
勝

　

小
国
町
長　
　
　
　
　

北
里　

耕
亮

　

小
国
町
議
会
議
長　
　

髙
村　

祝
次

　

産
山
村
長　
　
　
　
　

市
原　

正
文

　

産
山
村
議
会
議
長　
　

井　
　

威
夫

　

阿
蘇
市
、
南
小
国
町
、
小
国
町
、
産
山
村
の
４
市
町
村
議
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

議
会
で
、
公
職
選
挙
法
改
正
に
伴
う
県
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
区
見
直
し
の
件
で
、

「
阿
蘇
郡
市
で
２
議
席
、
困
難
な
場
合
は
現
状
維
持
」
を
県
議
会
に
求
め
る
要
望

書
を
採
択
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
１
月
10
日
、
４
市
町
村
で
県
議
会
に
赴
き
、
要
望

書
を
事
務
局
に
提
出
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
全
文
を
記
載
い
た
し
ま
す
。

阿
蘇
郡
市
の
４
市
町
村
で
、県
議
会
へ

　

要
望
書（
県
議
選
の
区
割
り
）を
提
出

熊
本
県
議
会
議
員
阿
蘇
選
挙
区
に
つ
い
て
要
望
書

熊
本
県
議
会
議
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤 

川 

隆 

夫　

様

県
議
会
議
員
の
選
挙
区
等
検
討
委
員
会　

委
員
長　

西 

岡 

勝 

成　

様
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